
この領域は太平洋を対象海域として、

新たな海洋区系を確立して、
それぞれの区系における物質循環と
生態系の機能を解明する、

その成果をもとに、人類に様々な恵みをもたらす社会共通資本としての海洋の機能
および価値を区系ごとに評価する。従来、機能･価値評価の空白域であった公海に重
点を置き、沿岸域および経済水域も評価対象に含める、

海洋の持続的な利用のためのガバナンスに必要な国際的合意形成における法的経済
的枠組みを提示する、ことを目的としている。

海の多様な恵みを理解してその持続的な利用のために必要な認識を醸成して新たな
海洋像を作り出すとの意図である。








